
(57)【要約】

【課題】椅子の種類が異なっても、ベース構造部の改良

を必要とせず、後方傾斜機能を確保できるように改善さ

れた椅子を提供する。

【解決手段】本発明は、弾性手段４０を備え、該各弾性

手段４０は、上方部４６と下方部４８と側壁４４とを有

するケース部４２と、該ケース部４２の側壁４４に支持

された連接用ピン５６を介して前記ケース部４２に連接

され、背もたれ支持部６０とリアクション部６２とを有

する揺動部材５８と、前記ケース部４２の上方部４６に

抗する一端部と、前記揺動部材５８のリアクション部６

２に抗する他端部とを有し、前記ケース部４２の下方部

４８に近接するように前記リアクション部６２を付勢す

る少なくとも一つの弾性材７８とからなり、前記各弾性

手段４０のケース部４２は、ベース構造部１２から独立

した分離可能な部材として構成され、シート構造部２２

の台座部３０に挿入される

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ベ ー ス 構 造 部 （ １ ２ ） と 、
　 該 ベ ー ス 構 造 部 （ １ ２ ） に 固 定 さ れ る シ ー ト 構 造 部 （ ２ ２ ） と 、
　 使 用 者 が 後 方 に 寄 り か か る こ と で 後 方 傾 斜 角 度 を 変 更 で き る 背 も た れ （ ３ ２ ） と 、
　 該 背 も た れ （ ３ ２ ） を 支 持 し 、 静 止 位 置 に 前 記 背 も た れ （ ３ ２ ） を 弾 性 的 に 復 帰 さ せ る
よ う に 構 成 さ れ た ２ つ の 弾 性 手 段 （ ４ ０ ） と を 備 え 、
　 該 各 弾 性 手 段 （ ４ ０ ） は 、
　 上 方 部 （ ４ ６ ） と 下 方 部 （ ４ ８ ） と 側 壁 （ ４ ４ ） と を 有 す る ケ ー ス 部 （ ４ ２ ） と 、
　 該 ケ ー ス 部 （ ４ ２ ） の 側 壁 （ ４ ４ ） に 支 持 さ れ た 連 接 用 ピ ン （ ５ ６ ） を 介 し て 前 記 ケ ー
ス 部 （ ４ ２ ） に 連 接 さ れ 、 背 も た れ 支 持 部 （ ６ ０ ） と リ ア ク シ ョ ン 部 （ ６ ２ ） と を 有 す る
揺 動 部 材 （ ５ ８ ） と 、
　 前 記 ケ ー ス 部 （ ４ ２ ） の 上 方 部 （ ４ ６ ） に 抗 す る 第 １ 端 部 と 、 前 記 揺 動 部 材 （ ５ ８ ） の
前 記 リ ア ク シ ョ ン 部 （ ６ ２ ） に 抗 す る 第 ２ 端 部 と を 有 し 、 前 記 ケ ー ス 部 （ ４ ２ ） の 下 方 部
（ ４ ８ ） に 近 接 す る よ う に 前 記 リ ア ク シ ョ ン 部 （ ６ ２ ） を 付 勢 す る 少 な く と も 一 つ の 弾 性
材 （ ７ ８ ） と か ら な る 椅 子 に お い て 、
　 前 記 各 弾 性 手 段 （ ４ ０ ） の ケ ー ス 部 （ ４ ２ ） は 、 前 記 ベ ー ス 構 造 部 （ １ ２ ） か ら 独 立 し
た 分 離 可 能 な 部 材 と し て 構 成 さ れ 、 前 記 シ ー ト 構 造 部 （ ２ ２ ） の 台 座 部 （ ３ ０ ） に 挿 入 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 、 椅 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 シ ー ト 構 造 部 （ ２ ２ ） は 、 側 方 部 （ ２ ４ ） を 備 え 、 該 側 方 部 （ ２ ４ ） に は 、 後 方 が
開 口 し て 前 記 弾 性 手 段 （ ４ ０ ） の ケ ー ス 部 （ ４ ２ ） が 挿 入 さ れ る 台 座 部 （ ３ ０ ） が 設 け ら
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 椅 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 背 も た れ 支 持 部 （ ６ ０ ） は 、 前 記 背 も た れ （ ３ ２ ） に 設 け ら れ た 台 座 部 （ ３ ８ ） に
挿 入 さ れ る 長 片 部 （ ６ ４ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 椅 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ケ ー ス 部 （ ４ ２ ） は 、 略 直 方 状 に 構 成 さ れ 、 前 記 ケ ー ス 部 （ ４ ２ ） の 下 方 部 （ ４ ８
） が 、 前 記 ケ ー ス 部 （ ４ ２ ） の 側 壁 （ ４ ４ ） に 形 成 さ れ た タ ブ を 折 曲 し て 形 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 椅 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 各 揺 動 部 材 （ ５ ８ ） の 背 も た れ 支 持 部 （ ６ ０ ） は 、 射 出 成 形 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク 材
で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 椅 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 各 揺 動 部 材 （ ５ ８ ） の 背 も た れ 支 持 部 （ ６ ０ ） は 、 型 打 ち さ れ た 金 属 板 で 構 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 椅 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 各 弾 性 手 段 （ ４ ０ ） は 、 前 記 ケ ー ス 部 （ ４ ２ ） の 上 方 部 （ ４ ６ ） と 前 記 リ ア ク シ ョ
ン 部 （ ６ ２ ） の 底 壁 （ ６ ６ ） と の 間 に 相 互 に 並 列 し て 配 置 さ れ た 圧 縮 状 態 の ２ つ の つ る 巻
き バ ネ （ ７ ８ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 椅 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 使 用 者 が 後 方 に 寄 り か か る こ と で 傾 斜 角 度 を 変 更 で き る 背 も た れ 付 き の 椅 子
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 願 と 出 願 人 を 同 一 と す る 欧 州 特 許 出 願 １ ５ ５ ７ １ １ ５ 号 に は 、 以 下 の よ う な 特 徴 を 有
す る 椅 子 が 開 示 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。 前 記 公 知 の 解 決 手 段 で は 、 背 も た れ は 、 使 用
者 が 後 方 に 寄 り か か る こ と で 、 静 止 位 置 に 対 す る 後 方 傾 斜 角 度 を 変 更 す る こ と が で き る 。
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背 も た れ は 、 ２ つ の 弾 性 手 段 を 介 し て 椅 子 の ベ ー ス 構 造 部 に 連 結 さ れ て い る 。 ２ つ の 弾 性
手 段 は 、 背 も た れ を 支 持 し 、 背 も た れ を 静 止 位 置 に 弾 性 的 に 復 帰 さ せ る こ と が で き る 。 前
記 各 弾 性 手 段 は 、 背 も た れ に 固 定 さ れ る 第 一 セ ク シ ョ ン 部 と 、 弾 性 部 材 と 協 働 す る 第 二 セ
ク シ ョ ン 部 と を 有 す る レ バ ー を 備 え る 。 前 記 レ バ ー の 第 二 セ ク シ ョ ン 部 は 、 椅 子 の ベ ー ス
構 造 部 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た ケ ー ス 部 に 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 椅 子 の 製 造 業 者 に と っ て は 、 背 も た れ の 後 方 傾 斜 を 実 現 で き る 構 造 を 様 々 な 種 類 の 椅 子
に 適 用 で き る こ と が 常 に 要 求 さ れ て い る 。 前 記 欧 州 特 許 出 願 １ ５ ５ ７ １ １ ５ 号 に 記 載 の 解
決 手 段 で は 、 ベ ー ス 構 造 部 が 背 も た れ を 後 方 へ 傾 斜 さ せ る 弾 性 手 段 を 保 持 す る よ う に 、 ベ
ー ス 構 造 部 を 特 定 の 形 状 で 構 成 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 背 も た れ の 後 方 傾 斜 を 実 現 で
き る 構 造 を 様 々 な 種 類 の 椅 子 に 適 用 す る に は 、 ベ ー ス 構 造 部 を そ れ ぞ れ の 種 類 に 合 わ せ て
設 計 す る 必 要 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 欧 州 特 許 出 願 １ ５ ５ ７ １ １ ５ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 椅 子 の 種 類 が 異 な っ て も 、 ベ ー ス 構 造 部 の 改 良 を 必 要 と せ ず 、 後 方 傾 斜 機 能
を 確 保 で き る よ う に 改 善 さ れ た 椅 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 目 的 を 実 現 す る た め の 手 段 と し て 、 本 発 明 は 、 ベ ー ス 構 造 部 と 、 該 ベ ー ス 構 造 部 に
固 定 さ れ る シ ー ト 構 造 部 と 、 使 用 者 が 後 方 に 寄 り か か る こ と で 後 方 傾 斜 角 度 を 変 更 で き る
背 も た れ と 、 該 背 も た れ を 支 持 し 、 静 止 位 置 に 前 記 背 も た れ を 弾 性 的 に 復 帰 さ せ る よ う に
構 成 さ れ た ２ つ の 弾 性 手 段 と を 備 え 、 該 各 弾 性 手 段 は 、 上 方 部 と 下 方 部 と 側 壁 と を 有 す る
ケ ー ス 部 と 、 該 ケ ー ス 部 の 側 壁 に 支 持 さ れ た 連 接 用 ピ ン を 介 し て 前 記 ケ ー ス 部 に 連 接 さ れ
、 背 も た れ 支 持 部 と リ ア ク シ ョ ン 部 と を 有 す る 揺 動 部 材 と 、 前 記 ケ ー ス 部 の 上 方 部 に 抗 す
る 第 １ 端 部 と 、 前 記 揺 動 部 材 の 前 記 リ ア ク シ ョ ン 部 に 抗 す る 第 ２ 端 部 と を 有 し 、 前 記 ケ ー
ス 部 の 下 方 部 に 近 接 す る よ う に 前 記 リ ア ク シ ョ ン 部 を 付 勢 す る 少 な く と も 一 つ の 弾 性 材 と
か ら な る 椅 子 で あ り 、 前 記 各 弾 性 手 段 の ケ ー ス 部 は 、 前 記 ベ ー ス 構 造 部 か ら 独 立 し た 分 離
可 能 な 部 材 と し て 構 成 さ れ 、 前 記 シ ー ト 構 造 部 の 台 座 部 に 挿 入 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る が 、 添 付 の 図 面 は 、 本 発 明 の 実 施 形 態
を 限 定 す る も の と し て 提 供 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ 中 、 参 照 数 字 １ ０ は 、 本 発 明 の 椅 子 を 示 し て い る 。 椅 子 １ ０ は 、 様 々 な 種 類 の 椅 子
に 対 応 で き る ベ ー ス 構 造 部 １ ２ を 備 え る 。 図 示 の 実 施 形 態 に お い て は 、 ベ ー ス 構 造 部 １ ２
は 、 ２ つ の 横 棒 材 １ ６ を 介 し て 連 結 さ れ た ２ つ の 側 方 支 持 部 １ ４ を 備 え る 。 各 側 方 支 持 部
１ ４ は 、 フ ロ ン ト レ ッ グ 部 １ ８ 及 び リ ア レ ッ グ 部 ２ ０ に 一 体 的 に 固 定 さ れ て い る 。 し か し
な が ら 、 ベ ー ス 構 造 部 １ ２ の 具 体 的 な 形 状 は 、 本 発 明 の 目 的 に 関 連 す る も の で は な く 、 後
述 に お い て 明 ら か と な る が 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ベ ー ス 構 造 部 が 背 も た れ を 後 方 へ 傾 斜 さ せ
る よ う に 特 定 の 形 状 で 設 計 さ れ て い な く て も 、 静 止 位 置 へ の 弾 性 的 復 帰 を 伴 う 背 も た れ の
後 方 傾 斜 機 能 を 、 あ ら ゆ る タ イ プ の ベ ー ス 構 造 部 を 備 え た 椅 子 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ 中 、 参 照 数 字 ２ ２ は 、 ベ ー ス 構 造 部 １ ２ に 固 定 さ れ る シ ー ト 構 造 部 を 示 し て い る 。
シ ー ト パ ッ ド （ 不 図 示 ） は 、 シ ー ト 構 造 部 ２ ２ に 固 定 さ れ る 。 シ ー ト 構 造 部 ２ ２ の 構 成 を
変 更 し な い 範 囲 で あ れ ば 、 シ ー ト パ ッ ド は 椅 子 の 種 類 に 応 じ て 変 更 す る こ と が で き る 。 シ
ー ト 構 造 部 ２ ２ は 、 略 フ レ ー ム 状 に 構 成 さ れ 、 射 出 成 形 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク 材 で 製 造 さ れ
て い る の が 好 ま し い 。 シ ー ト 構 造 部 ２ ２ は 、 フ ロ ン ト 部 ２ ６ と リ ア 部 ２ ８ と を 介 し て 連 結
さ れ た ２ つ の 側 方 部 ２ ４ を 備 え る 。 シ ー ト 構 造 部 ２ ２ に ネ ジ 孔 を 備 え た 突 起 部 を 設 け 、 シ
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ー ト 構 造 部 ２ ２ が ネ ジ 材 （ 不 図 示 ） で ベ ー ス 構 造 部 １ ２ に 固 定 さ れ 、 か つ 、 シ ー ト パ ッ ド
が （ 不 図 示 の ネ ジ 材 で ） シ ー ト 構 造 部 ２ ２ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 シ ー ト 構 造 部 ２ ２ に は 、 ２ つ の 台 座 部 ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。 ２ つ の 台 座 部 ３ ０ は 、 シ
ー ト 構 造 部 ２ ２ の 側 方 部 ２ ４ の 側 部 後 方 に 沿 っ て 延 在 し て い る 。 前 記 ２ つ の 台 座 部 ３ ０ は
、 略 直 方 状 に 構 成 さ れ 、 そ の 後 方 部 が 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 椅 子 １ ０ は 、 背 も た れ ３ ２ を 備 え る （ 図 １ 参 照 ） 。 背 も た れ ３ ２ は 、 射 出 成 形 さ れ た プ
ラ ス チ ッ ク 材 で 構 成 さ れ る の が 好 ま し い 。 背 も た れ ３ ２ は 、 ２ つ の 垂 直 部 ３ ６ に よ っ て 横
方 向 に 規 定 さ れ た 支 持 部 ３ ４ を 備 え る 。 各 垂 直 部 ３ ６ の 下 方 端 部 に は 、 下 部 が 開 口 し た 台
座 部 ３ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 椅 子 １ ０ は 、 ２ つ の 弾 性 手 段 ４ ０ を 備 え る 。 ２ つ の 弾 性 手 段 ４ ０ は 、 背 も た れ
３ ２ を 支 持 し 、 か つ 、 背 も た れ ３ ２ を 静 止 位 置 に 弾 性 的 に 復 帰 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 各 弾 性 手 段 ４ ０ は 、 ケ ー ス 部 ４ ２ を 備 え る （ 図 ２ 及 び 図 ５ 参 照 ） 。 ケ ー ス 部 ４ ２ は 、 型
打 ち さ れ た （ stamped） 金 属 板 で 構 成 さ れ て い る の が 好 ま し い 。 ケ ー ス 部 ４ ２ は 、 略 直 方
状 に 構 成 さ れ て い る 。 ケ ー ス 部 ４ ２ は 、 上 方 部 ４ ６ に 対 し て 垂 直 に 延 在 す る ２ つ の 側 壁 ４
４ を 備 え る 。 図 ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 側 壁 ４ ４ の 下 端 部 に は 、 上 方 部 ４ ６ に 対 し て 平
行 に 延 在 す る 折 曲 タ ブ ４ ８ が 設 け ら れ 、 ケ ー ス 部 ４ ２ の 下 方 部 を 構 成 す る 。 上 方 部 ４ ６ に
は 、 前 方 に 向 か っ て 突 出 す る フ ロ ン ト タ ブ ５ ０ が 設 け ら れ て い る 。 フ ロ ン ト タ ブ ５ ０ に は
、 ネ ジ 挿 通 孔 ５ ２ が 設 け ら れ て い る 。 ケ ー ス 部 ４ ２ の 側 壁 ４ ４ に は 、 位 置 合 わ せ 用 孔 部 ５
４ が 設 け ら れ て い る 。 位 置 合 わ せ 用 孔 部 ５ ４ は 、 連 接 用 ピ ン ５ ６ を 支 持 す る 。 位 置 合 わ せ
用 孔 部 ５ ４ は 、 ケ ー ス 部 ４ ２ の 後 方 端 部 付 近 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 各 弾 性 手 段 ４ ０ は 、 略 Ｌ 字 状 の レ バ ー と し て 構 成 さ れ た 揺 動 部 材 ５ ８ か ら な る 。 揺 動 部
材 ５ ８ は 、 連 接 用 ピ ン ５ ６ で ケ ー ス 部 ４ ２ に 連 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 揺 動 部 材 ５ ８ は 、 背 も た れ 支 持 部 ６ ０ と リ ア ク シ ョ ン 部 ６ ２ と を 備 え る 。 図 示 の 実 施 形
態 で は 、 背 も た れ 支 持 部 ６ ０ と リ ア ク シ ョ ン 部 ６ ２ と は 、 異 な る ２ つ の 材 料 で 構 成 さ れ 、
相 互 に 固 定 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 図 示 の 実 施 形 態 の 背 も た れ 支 持 部 ６ ０ は 、 プ ラ ス チ
ッ ク 材 で 構 成 さ れ 、 リ ア ク シ ョ ン 部 ６ ２ は 、 型 打 ち さ れ た 金 属 板 で 構 成 さ れ て い る 。 背 も
た れ 支 持 部 ６ ０ と リ ア ク シ ョ ン 部 ６ ２ の 両 方 を 同 一 の 材 料 で 構 成 し て も よ く 、 そ の 場 合 に
は 、 揺 動 部 材 ５ ８ は 一 体 成 形 で 製 造 さ れ る 。 背 も た れ 支 持 部 ６ ０ は 、 背 も た れ ３ ２ の 台 座
部 ３ ８ に 挿 入 さ れ る 長 片 部 ６ ４ を 有 す る 。 リ ア ク シ ョ ン 部 ６ ２ は 、 略 チ ャ ン ネ ル 状 に 構 成
さ れ て い る 。 リ ア ク シ ョ ン 部 ６ ２ は 、 底 壁 ６ ６ と ２ つ の 側 壁 ６ ８ と を 備 え る 。 側 壁 ６ ８ に
は 、 位 置 合 わ せ 用 孔 部 ７ ０ が 設 け ら れ て い る 。 連 接 用 ピ ン ５ ６ は 、 位 置 合 わ せ 用 孔 部 ７ ０
と 背 も た れ 支 持 部 ６ ０ に 設 け ら れ た 挿 通 孔 ７ ２ に 挿 通 さ れ て 延 在 し て い る 。 リ ア ク シ ョ ン
部 ６ ２ は 、 ネ ジ 材 ７ ４ で 背 も た れ 支 持 部 ６ ０ に 固 定 さ れ て い る 。 リ ア ク シ ョ ン 部 ６ ２ に は
、 ケ ー ス 部 ４ ２ の 折 曲 タ ブ ４ ８ に 対 応 し て 配 置 さ れ た 窓 部 ７ ６ が 設 け ら れ て い る の が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 弾 性 手 段 ４ ０ は 、 少 な く と も １ つ の 弾 性 材 ７ ８ を 備 え る 。 弾 性 材 ７ ８ は 、 ケ ー ス 部 ４ ２
の 上 方 部 ４ ６ と リ ア ク シ ョ ン 部 ６ ２ の 底 壁 ６ ６ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 図 示 の 実 施 形 態
で は 、 弾 性 手 段 ４ ０ に は 、 相 互 に 並 列 し た ２ つ の 弾 性 材 ７ ８ が 設 け ら れ て い る 。 ２ つ の 弾
性 材 ７ ８ は 、 上 端 部 が 圧 縮 さ れ て リ ア ク シ ョ ン 部 ６ ２ の 底 壁 に 抗 す る つ る 巻 き バ ネ で そ れ
ぞ れ 構 成 さ れ て い る 。 弾 性 材 ７ ８ は 、 揺 動 部 材 ５ ８ の リ ア ク シ ョ ン 部 ６ ２ が ケ ー ス 部 ４ ２
の 下 方 部 （ 折 曲 タ ブ ４ ８ ） に 抗 す る 状 態 を 維 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 ケ ー ス 部 ４ ２ は 、 ベ ー ス 構 造 部 １ ２ 及 び シ ー ト 構 造 部 ２ ２ か ら 独 立 し た 分 離 可 能 な 部 材
と し て 構 成 さ れ て い る 。 ケ ー ス 部 ４ ２ は 、 シ ー ト 構 造 部 ２ ２ の 各 台 座 部 ３ ０ に 固 定 さ れ る
よ う に 、 そ の 形 状 が 直 方 状 に 構 成 さ れ て い る 。 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 各 弾 性 手 段 ４
０ の ケ ー ス 部 ４ ２ は 、 椅 子 の 後 方 に 設 け ら れ た 開 口 部 を 介 し て 各 台 座 部 ３ ０ に 挿 入 さ れ る
。 各 弾 性 手 段 ４ ０ は 、 ケ ー ス 部 ４ ２ の フ ロ ン ト タ ブ ５ ０ の ネ ジ 挿 通 孔 ５ ２ に 挿 通 し た ネ ジ
材 ８ ０ で 、 シ ー ト 構 造 部 ２ ２ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 背 も た れ ３ ２ は 、 適 切 な 位 置 で 組 み 合 わ せ た 状 態 で 、 弾 性 手 段 ４ ０ を 介 し て シ ー ト 構 造
部 ２ ２ に 連 結 さ れ る 。 弾 性 材 ７ ８ は 、 背 も た れ ３ ２ が 静 止 位 置 に と ど ま る よ う に 構 成 さ れ
て い る 。 使 用 者 が 背 も た れ ３ ２ に 寄 り か か る と 、 背 も た れ ３ ２ が 後 方 へ 傾 斜 す る 。 前 記 の
よ う に 使 用 者 が 背 も た れ ３ ２ に 寄 り か か っ た 場 合 に は 、 弾 性 材 ７ ８ の 弾 性 力 に 抗 し て ２ つ
の 揺 動 部 材 ５ ８ が 傾 斜 す る 。 図 ５ は 、 背 も た れ ３ ２ の 位 置 が 後 方 へ 最 大 限 傾 斜 し た 状 態 に
あ る 弾 性 手 段 ４ ０ を 示 し て い る 。 リ ア ク シ ョ ン 部 ６ ２ の 側 壁 ６ ８ と ケ ー ス 部 ４ ２ の 上 方 部
４ ６ の 内 側 が 接 触 し た 場 合 に 、 背 も た れ ３ ２ の 位 置 は 後 方 へ 最 大 限 傾 斜 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 弾 性 手 段 ４ ０ は 、 全 体 と し て ベ ー ス 構 造 部 ２ ２ と 無 関 係 で 独 立 し た モ ジ ュ ー ル 式 の 部 材
で あ る 。 こ れ に よ り 、 背 も た れ ３ ２ が 後 方 へ 傾 斜 す る 機 能 を 、 あ ら ゆ る 種 類 の 椅 子 に 適 用
す る こ と が で き 、 椅 子 の ベ ー ス 構 造 部 ２ ２ を 特 定 の 形 状 に 改 良 し た り 、 設 計 し た り す る 必
要 が な い 。 本 発 明 の 椅 子 の シ ー ト 構 造 部 ２ ２ も 、 異 な っ た 種 類 の ベ ー ス 構 造 部 １ ２ に 適 用
す る こ と が で き る モ ジ ュ ー ル 式 の 部 材 と し て 構 成 さ れ て い る 。 前 記 シ ー ト 構 造 部 ２ ２ に は
、 椅 子 の 種 類 に よ っ て 特 徴 の 異 な る シ ー ト バ ッ ド が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 解 決 手 段 は 、 組 立 部 品 の 簡 素 化 及 び 部 品 点 数 の 少 数 化 を 実 現 す る 点 に 特 徴 が あ
る 。 単 に 弾 性 手 段 ４ ０ を シ ー ト 構 造 部 ２ ２ の 台 座 部 ３ ０ に 挿 入 し 、 か つ 、 弾 性 手 段 ４ ０ の
長 片 部 ６ ４ を 背 も た れ ３ ２ の 台 座 部 ３ ８ に 挿 入 す る こ と で 、 背 も た れ ３ ２ を シ ー ト 構 造 部
２ ２ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 背 も た れ ３ ２ は 、 ネ ジ 材 ８ ２ で 弾 性 手 段 ４ ０ に 固 定 さ れ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 椅 子 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 、 矢 印 Ｉ Ｉ で 示 さ れ た 弾 性 手 段 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 弾 性 手 段 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 弾 性 手 段 の 底 面 方 向 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 弾 性 手 段 の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 断 面 図 で あ り 、 背 も た れ の 位 置 が 後 方 へ 最 大 限 傾
斜 し た 状 態 に あ る 弾 性 手 段 を 示 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ ０ 　 椅 子
　 １ ２ 　 ベ ー ス 構 造 部
　 １ ４ 　 側 方 支 持 部
　 １ ６ 　 横 棒 材
　 １ ８ 　 フ ロ ン ト レ ッ グ 部
　 ２ ０ 　 リ ア レ ッ グ 部
　 ２ ２ 　 シ ー ト 構 造 部
　 ２ ４ 　 側 方 部
　 ２ ６ 　 フ ロ ン ト 部
　 ２ ８ 　 リ ア 部
　 ３ ０ 　 台 座 部
　 ３ ２ 　 背 も た れ
　 ３ ４ 　 支 持 部
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　 ３ ６ 　 垂 直
　 ３ ８ 　 台 座 部
　 ４ ０ 　 弾 性 手 段
　 ４ ２ 　 ケ ー ス 部
　 ４ ４ 　 ケ ー ス 部 の 側 壁
　 ４ ６ 　 ケ ー ス 部 の 上 方 部
　 ４ ８ 　 折 曲 タ ブ
　 ５ ０ 　 フ ロ ン ト タ ブ
　 ５ ２ 　 ネ ジ 挿 通 孔
　 ５ ４ 　 ケ ー ス 部 の 位 置 合 わ せ 用 孔 部
　 ５ ６ 　 連 接 用 ピ ン
　 ５ ８ 　 揺 動 部 材
　 ６ ０ 　 背 も た れ 支 持 部
　 ６ ２ 　 リ ア ク シ ョ ン 部
　 ６ ４ 　 長 片 部
　 ６ ６ 　 リ ア ク シ ョ ン 部 の 底 壁
　 ６ ８ 　 リ ア ク シ ョ ン 部 の 側 壁
　 ７ ０ 　 リ ア ク シ ョ ン 部 の 位 置 合 わ せ 用 孔 部
　 ７ ２ 　 背 も た れ 支 持 部 の 挿 通 孔
　 ７ ４ 　 ネ ジ 材
　 ７ ６ 　 リ ア ク シ ョ ン 部 の 窓 部
　 ７ ８ 　 弾 性 材
　 ８ ０ ， ８ ２ 　 ネ ジ 材
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(7) JP 2007-301339 A 2007.11.22



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 3B084 GA01 
　　　　 　　  3B099 BA04 

(8) JP 2007-301339 A 2007.11.22


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

